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部会における背景・課題等について
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フードロス削減分科会

１．背景
・日本のフードロスの状況（廃棄量）
※フードロス＝「食べられるのに捨てられてしまう食品」

２．目的
・埼玉県内の企業・団体（小売業・外食企業・農家・食品メーカー・行政・
教育機関等）と共に「食品の有効活用」を促進・推進することで、フード
ロスの削減を目指すこと

３．課題
・フードロス削減を実施するインセンティブ、メリットがあまり認識され
ていないこと
・フードロス削減の取組を生活者に発信、促進しきれていないこと
・一社、一組織単独での活動内容が限られていること



２０22年度取組について
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フードロス削減分科会

Step1 (2022.08)

参加者取組み内容・自由提案

Step 2 (2022.10)

２つの目標を中心に検討

Step 3 (２０22.12～)

短期的目標に向けた取組注力

22年7月 分科会発足

・SDGsに関するイベント開催
・SDGsに関する講習開催
・SDGsに関する認知拡大
・規格外野菜・果物を加工販売
・子ども食堂、フードパントリー
との連携、食糧提供

・
・
・

【短期的目標】
食材の有効活用方法、県民の
フードロス削減取組の推進

【長期的目標】
フードロス削減に向けた仕組み作
り（子ども食堂、フードパント
リー、フードドライブの実施等）

イベント開催、
教育分野における広報活動を通し、
埼玉県内におけるフードロス削減
取組の認知拡大、
食材の有効活用方法の発信
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フードロス削減分科会

【2022冬 SDGs大作戦】

・時期：12月22日（木）
・場所：オンライン
・概要：小学生を対象に埼玉県内のSDGsに取り組む

様々な企業様の活動紹介、SDGs活動の内容に
ついてクイズ形式でのイベントを実施
ハートソングによる、フードロス削減取組み内容紹介、
インタビューを実施し、動画教材を作成

・効果：72名が参加
「SDGsについて詳しく知る機会になった」
「こんなに多くの食べられる食材が捨てられていること

を知った」など、食品ロスについての認知を促進する
ことに成功

・参考：https://youtu.be/M7YjIycG5Ko

https://youtu.be/M7YjIycG5Ko
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フードロス削減分科会

【フードロス削減に関する広報活動】

・時期：2023年3月
・場所：県内各イオンモール ※サイネージ保有施設のみ

・概要：施設内に設置されているサイネージを活用
フードロス削減の啓発動画を公開

サイネージ

余りやすい食品を活用したレシピを紹介
（提供元：味の素㈱）

フードロス削減啓発動画
（提供元：九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会）



2022年度取組について
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フードロス削減分科会

【食品ロスについての標語をつくろう】

・時期：2023年3月1日（水）
・場所：学研スタディエ 各教室
・概要：➤小学生を対象に、フードロス問題について学び、

標語をつくるイベントを開催
➤ハートソング作成の家庭用コンポストを
優秀賞としてプレゼント

➤家庭内生ごみの有効活用を促進



2023年度取組について
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フードロス削減分科会

Step1

認知拡大・行動促進

Step 2

継続・定着

Step 3

フードロス減少取組みの

定着

【短期的目標】食材の有効活用方法、県民のフードロス削減取組の推進

【長期的目標】フードロス削減に向けた仕組み作り

【2022年～2023年】

・フードロスに関するイベント、
講習の開催を通して、
県民のフードロス削減取組みの
促進（身近な単発行動から）

・企業・法人間の繋がり、フード
ロス削減共同取組み促進

【2023年～2025年】

・継続的な食材の有効活用方法、
フードロスに関するイベントを通
して、県民のフードロス削減取組
の継続を促進

・企業・法人間の参画促進

【2025年以降】

・県民、企業、法人間においてフー
ドロス削減取組みが当たり前に根付
いた社会の促進



【「みんなでフードロス削減」イベント実施】

・時期：10月28日（土）、29日(日)
・場所：イオンモール上尾AGEOPARK
・参加：約300名
・概要：フードロスを考えるきっかけになる、イベントを実施。
・成果：集客イベントを初実施し、生活者にフードロス削減を

考えるきっかけにすることが出来た。
埼玉大学、聖学院大学の学生の協力を得られた。

・課題：認知期間が短くなったことで、フードドライブの参加が低位。

２０2３年度取組について①
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フードロス削減分科会



202３年度取組について①
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フードロス削減分科会

【「みんなでフードロス削減」イベント実施】
埼玉大学学生さん作成チラシ ニッコー社水の体験 埼玉県庁 SDGｓ缶バッチ

埼玉りそな銀行・上尾市フードドライブ

コバトン
＆りそにゃ

味の素社フードロスクイズ

マクドナルド社ドナルドフードロスショー
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フードロス削減分科会

【みんなで考えよう！フードロス削減レシピコンテスト】

・時期：10月16日～11月15日
・概要：フードロス削減レシピコンテストを実施。
・成果：実際に行動に繋げる企画が実現出来た。受賞作品を県HPで掲載。
・課題：認知を広げることが出来ず、応募数が少なかった。



202３年度取組について③
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フードロス削減分科会

【埼玉県庁食堂 フードロス削減メニュー展開】

・時期：１０月～
・場所：埼玉県庁職員食堂
・概要：第一職員食堂、第二職員食堂がフードロス削減メニューを考案。

味の素㈱が、食堂メニューを家庭用にアレンジして広く発信。
・成果：家庭用のレシピを作成し持ち帰り用QRコードやホームページを

作成したことで、フードロス削減についての意識醸成及び実践
アイデアを、食堂利用者だけでなく利用者の各家庭や県民へも
拡げることが出来た。



202３年度取組について③
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フードロス削減分科会

【埼玉県庁食堂 フードロス削減メニュー展開】
埼玉県庁内ポスター作製 食堂内持ち帰り用

レシピQRコード
QRコード遷移先
メニューページ

各画像クリック
メニュー詳細ページ



本分野における今後の展開について
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フードロス削減分科会

Step1

認知拡大・行動促進

Step 2

継続・定着

Step 3

フードロス減少取組みの

定着

【短期的目標】食材の有効活用方法、県民のフードロス削減取組の推進

【長期的目標】フードロス削減に向けた仕組み作り

【2022年～2023年】

・フードロスに関するイベント、
講習の開催を通して、
県民のフードロス削減取組みの
促進（身近な単発行動から）

・企業・法人間の繋がり、フード
ロス削減共同取組み促進

【2023年～2025年】

・継続的な食材の有効活用方法、
フードロスに関するイベントを通
して、県民のフードロス削減取組
の継続を促進

・企業・法人間の参画促進

【2025年以降】

・県民、企業、法人間においてフー
ドロス削減取組みが当たり前に根付
いた社会の促進


